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五
幻
あ
り
、
段
差
に
よ
り
歩
車
道

の
区
別
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
、
モ
!
ル
化
に
よ
り
段
差
の
な

い
歩
車
道
に
し
、
車
を
し
め
出
し

ま
す
。た

だ
し
、
特
認
車
(
品
開
品
を
搬
出

入
す
る
た
め
の
車
問
。
午
前
六
時

か
ら
十
時
ま
で
通
行
で
き
ま
す
)

と
、
緊
急
車
問
の
み
通
行
で
き
る

よ
う
、
大
理
石
の
白
線
を
設
け
ま

グ
レ
!
と
ア
イ
ボ
リ
I
、
シ
ル
パ
す
。

ー
で
モ
ダ
ン
に
仕
上
げ
ま
す
。
多
車
道
の
舗
装
は
、
パ
ー
ル
ロ

総
工
事
費
は
、
約
三
億
七
千
万

I
ド
の
名
に
ち
な
み
、
車
道
部
分

何
で
、
市
が
六

O
Yを
負
担
し
、
は
人
工
ミ
カ
ゲ
の
タ
イ
ル
を
波
形

紅
谷
パ
!
ル
ロ
ー
ド
碕
庖
街
振
興
に
張
り
ま
す
。
歩
道
一
部
分
も
グ
レ

組
合
が
泊
。
ザ
負
担
し
ま
す
。
ー
系
統
の
明
る
い
妬
器
質
(
せ
っ

き
し
つ
)
タ
イ
ル
や
ミ
カ
ゲ
右
を

段
差
の
な
い
歩
道
に

張
り
ま
す
。

紅
谷
パ
i
ル
ロ
ー
ド
は
、
道
路
ま
た
、
路
面
に
は
、
七
夕
ま
つ

延
長
二
百
五
い
川
あ
り
ま
す
が
、
今
り
の
竹
飾
り
が
出
せ
る
よ
う
、
道

回
は
長
崎
原
電
化
セ
ン
タ
ー
前
か
絡
に
穴
を
設
置
し
、
そ
の
よ
に
七

ら
鴎
口
通
り
ま
で
の
百
七
十
五
M

タ
レ
リ
ー
フ
の
化
粧
ぶ
た
を
設
け

を
整
備
し
ま
す
。
ま
す
。
そ
の
外
、
七
夕
に
ち
な
ん

現
在
の
道
路
幅
員
は
、
十
丘
日
山
だ
星
座
、
水
が
め
肢
と
ペ
ガ
サ
ス

で
、
車
道
が
六
M

州
、
歩
道
が
四
・
座
の
絵
タ
イ
ル
も
張
り
ま
す
。

都
市
を
訪
れ
る
と
き
、
人
は
よ
く
目
抜
き
還
り
、
ま
た
は
繁
議
街
と
呼
ば
れ
る
溜
活
街
を
歩
き
ま

す
。
向
か
良
い
品
、
面
白
い
品
、
そ
の
町
の
特
色
の
あ
る
品
物
が
な
い
か
、
気
に
入
っ
た
み
や
げ
も
の

が
あ
る
か
な
ど
。
。
そ
ん
な
「
楽
し
く
ぶ
ら
ぶ
ら
寅
い
物
が
で
き
る
中
心
商
怠
街
」
を
つ
く
ろ
う
と
、

「
平
塚
市
中
心
街
ま
ち
づ
く
り
計
幽
)
。
ザ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
ら
つ
か
れ
'
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
よ
う
と
、
和
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工

事
は
、
七
月
寸
瓦
臼
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
十
一
月
末
ま
で
に
ゆ
光
成
し
て
、
み
な
さ
ん
の
前
に
か
新
し

い
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
!
日
買
い
物
公
園
。
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
概
要
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

中
心
商
底
街
の
活
性
化
を
図
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
魅
力

あ
る
衝
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
平
塚
市
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
を
中
心
に
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
「
人
間
的
空
間
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
提
言
に
基
づ
い

て
、
昨
年
「
平
塚
市
中
心
街
ま
ち

づ
く
り
計
画
-dν
ン
ラ
イ
ズ
ひ

ら
つ
か

ne
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
計
幽
は
、
東

海
道
本
通
り
、
西
日
通
り
、
紅
谷

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
、
新
仲
通
り
、
中

心
街
区
内
三
街
路
に
四
つ
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
整
備
し
て
、

回
遊
性
を
も
た
せ
る
構
想
な
ど
で

す。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
期
間
活
衝
の
近

同
代
化
と
事
業
活
動
の
充
実
を
図
る

は
た
め
、
務
沼
会
の
法
人
化
を
進
め

一
て
き
ま
し
た
が
、
一
早
く
法
人
化

T
 

U

引
を
進
め
た
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
商

一
山
富
振
興
組
芸
、
言
語
モ

ー
ル
化
の
整
備
工
事
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

市
が
印
%
絡
会
が
初
%

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
す
る

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
は
、
そ
の
名

に
ち
な
み
、
パ
ー
ル
(
真
珠
)
、

海
、
波
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
街
の
景

観
整
備
を
進
め
ま
す
。

路
面
や
ア
ー
ケ
ー
ド
、
街
呉
は

パ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
明
る
い

現
殺
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
高
さ

は
、
三
・
一
日
川
あ
り
ま
す
が
、
六

討
と
二
階
の
レ
ベ
ル
ま
で
上
げ

て
、
圧
迫
感
を
少
な
く
し
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
の
光
を
取
り
入
れ
る

た
め
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
l
ト
板
(
透
明
の
樹
脂
板
)

を
使
い
、
透
明
感
の
あ
る
個
性
的

な
ア
ー
ケ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
し
て
、
七
夕
ま
つ
り
の
竹
飾
り

に
対
応
で
き
る
よ
う
フ
ッ
ク
も
設

費
さ
れ
ま
す
。

水
時
計
を
シ
ン
ボ
ル
に

街
具
は
、
街
路
を
楽
し
く
演
出

し
た
り
、
人
々
に
憩
い
を
与
え
た

り
す
る
な
ど
、
常
間
庖
衝
を
特
徴
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
は
、
し
ゃ

れ
た
笥
諾
ボ
ッ
ク
ス
を
こ
か
所
、

ベ
ン
チ
と
灰
皿
付
き
の
く
す
入
れ

七
か
所
、
水
欽
み
場
一
か
所
、
植

え
込
み
の
あ
る
ス
ク
エ
ア
l
ベ
ン

チ
七
か
所
、
景
観
を
よ
く
し
よ
う

と
モ
ダ
ン
な
街
路
灯
十
三
基
、
フ

ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
十
四
閣
を
設
澄
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
紅
谷
パ
ー
ル
ロ

ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
、
明

る
い
グ
レ
!
、
ア
イ
ボ
リ
i
、
シ

ル
バ
ー
等
モ
ダ
ン
な
仕
上
げ
と
な

り
ま
す
。

紅
谷
パ
ー
ル
ロ
i
ド
の
中
央
に

は
、
大
き
な
水
時
計
を
置
き
、
翼

い
物
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
だ
り
、

緑
の
鑓
樹
世
帯
も
設
置

現
授
は
緑
が
一
本
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
値
出
掛
帯
を
設
け
て
、
落
ち

着
き
の
あ
る
街
並
み
を
つ
く
り
ま

す。活
織
の
外
観
も
改
修

建
物
の
外
観
は
、
街
の
飼
性
を

決
定
づ
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
パ
ー

ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
、
楽
し

い
街
投
み
を
創
り
出
す
た
め
、
居

続
の
改
修
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庖
が

併
行
し
て
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
付
属
物
看
板

は
、
取
り
付
け
位
置
の
範
踊
闘
を
統

一
し
、
一
日
で
内
容
が
わ
か
り
、

視
覚
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ

う
、
規
制
し
て
い
き
ま
す
。

暗
唱
品
仕
も
取
り
去
る

都
市
景
観
を
考
え
、
電
柱
や
電

線
を
取
り
去
り
、
地
下
に
埋
設
し

て
、
す
っ
き
り
し
た
街
に
し
ま

す
。
街
路
の
線
装
に
あ
わ
せ
マ
ン

ホ
ー
ル
も
、
一
一
室
ぷ
た
や
化
粧
仮

な
ど
を
使
用
し
て
、
パ
ー
ル
口
1

ド
の
イ
メ
ー
ジ
を
磁
り
上
げ
ま
繍
判

す
。
ァ
!
ケ
i
ド
の
支
柱
も
極
力
組

少
な
く
す
る
た
め
、
十
二
れ
間
隔
品

で
一
建
て
ま
す
。

工
事
中
は
ご
協
力
を

い
ず
れ
に
し
て
も
、
路
面
工
事

か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
、
街
具
、
ゲ
!

ト
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
す
べ
て

の
工
事
が
十
一
月
末
で
完
成
し
、

う
る
お
い
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、

快
適
な
シ
ヨ
グ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と

し
て
か
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
が
鎚

生
H

し
ま
す
。
こ
の
問
、
交
満
期
止

め
や
昼
夜
工
事
も
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
ご
協
力
を

お
綴
い
し
ま
す
。



-
場
所
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

マ
現
地
案
内

・
期
日

8
月
日
目
白
(
金
)
か
ら

8
月
刊
岬
口
M

(

臼
)
ま
で

・
時
間
午
前
9
持
1
午
後
3
時

守
譲
渡
予
定
者
の
決
定

間
一
区
衝
に
2
人
以
上
の
申
し

マ

申

し

込

み

資

格

昭

和

町

四

年

込

み

が

あ

る

場

合

は

、

抽

せ

ん

に

1

月

1

日

以

前

か

ら

れ

引

き

続

き

本

よ

り

譲

渡

予

定

者

お

よ

び

補

欠

者

市

の

住

民

基

本

台

様

に

ま

録

し

て

を

決

定

す

る

。

あ

る

者

。

②

自

ら

層

住

す

る

住

宅

・

抽

せ

ん

日

8
月
紅
白
(
土
)

を

建

築

す

る

た

め

宅

地

を

必

要

と

午

前

日

山

時

す

る

者

で

、

家

屋

ま

た

は

土

地

の

・

場

所

平

塚

市

勤

労

会

館

い

ず

れ

も

所

有

し

て

い

な

い

者

。

マ

資

金

の

融

資

た

だ

し

、

土

地

、

家

庭

を

所

有

し

開

発

公

社

数

扱

い

金

磁

機

関

の

て

い

て

も

、

法

に

基

づ

く

道

路

等

ら

一

横

浜

銀

行

学

塚

支

応

、

駿

河

銀

子

一

仏

語

に

よ

り
2
年
以
内
に
移
転
を
一
⑥
市
県
民
税
を
完
納
し
正
義
一

8
5日

(
月
)
ま
で
義
一
平
塚
喜
平
塚
信
用
達
、
円
一
一
一
一
億
円
の
補
正
予
算

討
議
な
く
さ
れ
、
か
っ
霊
計
醤
一
申
し
込
み
裏
一
隠
の
午
後
お
よ
び
日
曜
日
は
除
一
塚
市
中
央
農
業
協
同
組
合
で
相
談
一
六
塁
議
会
定
例
会
で
、
昭
和

渦
者
の
註
坊
が
あ
れ
ば
申
し
込
む
こ
一
@
箆
止
の
宅
地
分
譲
申
、
室
四
で
一
く
)
一
に
応
じ
る
。
な
お
、
ほ
か
の
金
融
一
六
十
年
度
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

即
と
が
で
き
る
③
現
在
、
同
居
し
一
申
し
込
む
②
各
区
箇
ご
と
に
受
一
・
場
所
市
役
所
前
良
相
談
窓
一
機
関
で
の
利
用
も
肉
由
で
あ
る
。
一
れ
、
審
議
の
結
渠
原
案
ど
お
り
可

地
て
い
る
親
族
が
1
人

以

上

あ

る

け

付

け

る

。

申

し

込

み

後

の

変

更

一

マ

受

け

付

け

す

分

譲

事

務

・

案

内

一

決

さ

れ

た

。

建

築

物

の

改

造

や

模

様

替

え

相
者
。
独
身
者
は
現
に
親
と
向
属
し
一
は
認
め
な
い
。
③
申
し
込
み
一
点
目

8
月
幻
日
(
さ
か
ら
一
平
塚
市
土
地
開
発
公
社
(
平
塚
一

A
7
自
の
補
正
は
、
国
庫
補
助
金
一
は
、
み
た
り
に
行
つ
て
は
な
ら
な

山
扶
養
し
て
い
る
場
合
に
限
る
④
一
は
、

1
世
帯
1
量
に
凝
る
。
③
一

8
月

百

(

さ

ま

で

一

市

役

所

内

γ
内
線
一
一
一
一
日
一
五
)
一
の
内
定
に
伴
う
も
の
お
よ
び
章
一
ぃ
。
ま
た
、
老
朽
、
腐
食
、
破
損

近一

i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
J
1
1
1
1
1
i
l
l
1
1
1
1
!
l
i
l
i
-
-

一
必
要
と
す
る
諸
経
費
で
、
補
正
額
一
し
た
建
築
物
を
、
そ
の
ま
ま
構
造

一

'

一

額

一

億

二

千

四

一

戸

万

円

登

山

会

一

二

一

億

一

千

七

百

万

円

。

一

般

会

計

一

市

バ

上

危

倹

な

状

態

に

放

澄

し

て

一

L
、

諸

事

μ
関
喰
膝
窓
」
持
率
耳
、
ノ
1
3

一
社
中
村
組
一
の
予
算
規
模
は
、
喜
一
一
一
十
四
億
一
は
な
ら
な
い
。

一

一

ノ

事

F
一

5
4議会
鰻

J

2議
翠

A
4
》
者
一
マ
び
わ
雨
水
幹
線
お
よ
び
立
野
町
一
一
…
千
七
百
万
円
と
な
っ
た
。
一
こ
の
た
め
、
特
に
不
特
定
多
数

か

十

九

筆

章

一

1
1
1
1

‘

;

一

義

築

造

工

事

そ

の

2

重
金
一
室
内
容
を
み
る
と
、
総
務
費
一
の
人
が
利
用
す
る
特
建
築
物
に

一

日

訪

問

T一
、

一

五

。

一

一

工

事

議

鏡

襲

斡

者

い

と

巧

畿

一

詰

長

U
U同
盟

建

設

工

一

軒

下

位

向

日

計

凶

器

時

一

れ

れ

十

日

ド

立

持

基

す

る

こ

と

に

な

つ

え

一

守

分

譲

区

画

数

寄

誠

一

一

マ

び

わ

排

水

路

改

修

工

事

由

謂

負

一

計

上

し

て

い

る

。

ま

た

衛

生

費

で

一

務

付

け

ら

れ

て

い

る

。

必

ず

報

告

こ
の
分
譲
地
は
、
国
鉄
平
塚
駅
一
五
蓄
積
@
価
格
右
下
表
の
一
一
勝
治
氏
、
皇
室
郎
氏
、
建
一
十
万
円
[
株
式
会
社
原
田
了
喜
一
章
一
億
五
千
万
円
。
東
洋
建
設
一
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
ご
と
し
て
い
と
ご
誓
た
い
。

か
ら
約
四
一
言

E
V
E
-り
一

手

静

ニ

一

輝

士

民

、

伊

藤

田

戸

建

一

五

台

雨

水

量

理

工

事

一

葉

会

量

産

一

塁

霊

長

に

つ

き

、

一

マ

特

殊

者

議

場

、

映

扇

町

内

れ

計

封

町

村

長

語

?

一

f告

訴

計

一

{

諮

問

問

日

刊

誌

抗

告

し

語

辞

千

百

万

円

松

下

請

内

121宣
告
3
1事

の

予

算

一

話

伊

問

域

内

十

日

会

問

側
)
、
静
か
な
住
宅
地
域
に
あ
る
。
一
審
下
車
徒
歩
約
7
分

一

言

鵠

石

一

か

ら

選

任

す

る

監

査

委

員

-EVび
わ
雨
水
幹
線
お
よ
び
立
野
町
一
千
八
百
五
十
万
円
吉
本
主
土
木
警
は
、
狭
あ
い
道
路
の
一
翼
席
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
他

高

EE費
量

車

涼

一

・

神

奈

中

パ

ス

書

室

長

瀬

一

竜

王

弘

氏

(

平

塚

市

松

風

町

お

番

ぬ

一

幹

線

築

造

工

事

そ

の

1

請
負
金
一
野
建
設
共
間
企
業
体
一
整
備
を
推
進
す
る
た
め
新
た
に
物
の
物
品
販
売
著
書
主
王

寺
語
、
一
一
一
八
一
一
番
七
ほ
一
五
徒
歩
約
6
分

一

六

月

羽

田

か

ら

一

問

会

さ

れ

て

い

一

号

)

一

1
j
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l

一
超
え
る
も
の
宗
一
ア
ル
、
旅
館

た

六

月

市

警

定

例

会

は

、

六

月

一

{

工

事

室

約

の

締

結

}

一

一

撃

に

つ

い

う

」

相

談

、

間

一

で

2
階
以
上
、
三
百
平
方
M

量

二
十
五
日
に
審
議
を
終
え
閉
会
さ
一
マ
夏
休
餐
の
郷
宿
泊
施
設
喜
一
盟
関
用
車
合
同
開
紹
議
開
閉
く
一
い
合
わ
せ
は
、
市
収
納
謀
(
内
線
一
え
る
も
の
④
児
童
福
祉
施
設
等

れ

た

。

会

雲

で

は

、

平

準

巾

功

一

工

事

(

建

築

)

請

負

金

額

一

億

一

一

二

八

O)
へ

。

一

で

2
階
以
上
、
一
一
一
百
平
方
針
を
趨

労
者
の
雲
監
査
重
の
選
任
一
季
五
百
万
円
住
友
建
設
株
式
一
圏
、
県
需
の
仕
事
に
つ
い
て
…
っ
て
い
る
。
お
近
く
の
議
襲
一
土
地
箆
霞
整
理
審
議
一
え
る
も
の
察
院
で
、

2
階
以

な
ど
二
十
案
件
が
提
案
さ
れ
た
一
会
社
横
浜
支
庖
一
の
意
見
、
要
望
や
、
交
通
手
事
故
の
一
に
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
一
上
、
三
百
平
方
れ
を
超
え
る
も
の

が
、
審
議
の
結
果
、
豪
ど
お
り
一
マ
鬼
城
壁
蹴
場
整
備
工
事
講
一
賠
償
、
法
律
関
係
等
に
つ
い
て
の
一
芸
、
便
利
な
管
制
度
が
あ
一
会
委
員
の
改
選
で
す
一
マ
問
い
合
わ
せ
先

可

決

さ

れ

た

。

一

負

金

額

一

億

八

白

書

:

員

二

相

談

を

受

け

る

「

同

祭

、

喜

一

る

の

て

ご

利

用

を

。

市

で

は

、

書

工

区

土

地

量

一

課

(

内

線

六

O
九
)

{

功

労

者

の

表

彰

に

つ

い

て

〕

一

審

建

設

共

同

企

業

体

育

相

談

」

が

関

か

れ

る

。

子

襲

撃

組

合

盤

寝

室

吉

委

員

の

任

票

九

月

一

平
塚
市
功
労
者
表
彰
条
例
に
よ
一
寸
大
句
丸
鳥
線
改
良
工
事
請
負
一
マ
日
時
吋

7
月
初
白
(
火
)
午
前
一
市
内
に
は
、
一
一
一
百
九
十
五
日
で
満
ア
と
な
る
た
め
、
次
の
一

ド

刊

誌

語

辞

一

一

辞

世

信

号

」

討

ら

訴

時

i
ル

一

時

詩

吟

。

ぉ

日

目

躍

的

ぅ

十

6
8
L

あ

る

方

々

が

、

本

市

功

労

者

と

し

一

マ

虹

ケ

浜

住

者

建

設

工

事

(

く

一

一

雪

量

産

税

第

一

一

一

マ

口

盗

事

ら

855ま
で

て

表

彰

さ

れ

た

。

一

体

)

請

負

金

額

九

千

九

百

三

十

一

一

納

期

ご

と

に

、

自

動

的

マ

選

挙

期

B

9
月
1
日

マ

平

塚

市

功

労

者

完

妻

、

一

万

円

東

急

工

建

株

式

章

一

期

間

分

の

納

期

で

す

一

口

腹

吉

野

で

き

る
o

V

選
挙
人
名
簿
警

室
長
延
氏
、
神
保
徳
太
郎
氏
、
一
マ
高
台
雨
水
幹
線
築
造
工
事
一
回
定
資
産
務
第
一
一
織
の
納
付
期
一
み
は
、
市
内
の
余
震
関
マ
問
い
合
わ
せ
先

富
田
常
識
氏
、
前
田
晃
民
、
木
村
一

7

請
負
金
額
一
億
二
千
四
百
五
一
限
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
一
向
聞
は
除
く
)
へ
c

課
へ
内
線
六
O
一

の 1 1182.16 i 55.10121.513.096 

主完成築を主 2 1 164.581 49.78120.424.378 
3 1182.201 55.11122.173.740 
4 1174.301 52.72121.212.310 

5 1148.531 44.93…551 
6 11'46.28 I 44.24117.451.204 

芸 毒売皇室 7 1150.461 45.51 山 33.190
者る 8 1149.631 45.261 18.389.527 

⑤ 9 1165.931 50.19118.998.985 
10 165.81 50.15 18，985.245 
11 177.47 53.68 19.894.387 
12 168.22 50.88 20.775.170 
13 155.54 47.05 18.929.218 
14 153.99 ¥ 46.58 ¥ 19.110.159 
15 
16 142ゼ 62I 43晶 16.843.422
17 ヨ:包j U 3 7 0 0 018 16.725.592 
19 17.649.502 
20 17.838.935 

磯穏花水台母子寮少年指導員
事費 描ノj、.中学校または高等学校の

教諭となる資格を有する女子

で、満40歳~50歳の方。

勤務轟件 i圏 6日(月~土) 13時~18時

ただし、夏休みや冬休みは、

原則として 9 時~17時四分

与給料月額 91.000門

i亜聖拍手当、期末、勤勉手当支給

応募方法 職員霊祭人事部へ市販の履控室審

に記入して、本人が持吾妻ず

る。提出期限は 7月22日。

験筆記試験密接試験

韓

件
移
転
補
償
料
を
措
麗
し
た
。

特
殊
建
築
物
所

有
者
は
報
告
を

市

民

綴

談

室

幻

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
槽
法
樺
相
談
内
7
月
日
日
(
火
)
、

8
月
6
日
(
火
)

。
{
一
行
政
苦
情
相
輯

F

日
時
5
日
時

。
一
輯
法
樺
相
談

7
月
間
日
(
火
て

8
月
1
日
(
木
)

8
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
i
M時

。
登
記
、
世
粍
謝
品
購
梧
談

8
月
9
日
(
金
)
、
日
時
4
3
日
時

。
性
宅
相
談

7
月
日
目
(
火
)
、
日
時
S
M
時

。
定
例
年
金
捕
談

8
月
8
日
(
木
)
、
叩
時
3
日時

。
一
融
市
民
捕
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
臼
は
日
時
ま
で
、
日

叫
唱
'
祝
日
は
除
く
)

。
措
置
生
活
摺
韻

7
月
四
日
(
金
)
、
回
目
(
金
)
、

8
月
2
日

「
金
)
、
同
時
F
1
3

日
時

。
控
明
帯
聾
特
許
相
談

8
月
5
日
(
月
)
四
時
3
日
時

。
下
輯
取
引
帯
設

7
月
国
臼
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日
時

先
百
円
号
で
お
知
ら
せ
し
た

築
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
締
め
切
り
が

七
月
三
十
一
日
と
追
っ
て
い
る
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
相

(
内
線
六

O
九
)
へ
。

禽
少
年
格
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
一
一
階
)

日制

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

議

後

会

鐙

お

i
一一一一一一一一一円一

G
心
配
ご
と
椙
談
毎
週
宵
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
1
日
時

。
母
子
棉
続
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
日
時
油
分

。
縁
由
時
児
童
措
輯
.
笹
週
百
円
1
金
曜
日
、

9
時
i
M
時

。
高
齢
者
磯
輩
相
時
制
揮
週
月
IS金
噛
日
、

9
時
泊
分
3
日
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で



歳入

市

市

会 計別

級会計

収 入 済 綴

398僚 778万円

225億 6，130万 i守

58億 5，350万円

4億1.521万円

361意7.512万 円

1億2，955万 内

8，433万円

6，870壬YP:i
2，698万戸1

14億 7，849万 円

451茸2.635ヌ王円
471車7，692万円

834簿 423万円

予算環綴

466;'草2ヲ712万円

225億 3，709万円

63億 8，033万 円

4D意1.208万 円

56億8，939万 円

11意5，933万円

8，807万 円

6，867万 円

2，764万戸}

14(J意7，84975内

4%音4，172JJF可
491輩4，235万内

9331:憲5.228万円

国感支出

特 i 国民健康保検事業

都市改造事業

農業共持事業

食肉センター

歳出

支 出 済額

394f;意4.389万円

217V意5.826万円

511藍8.651ヌ王門

3億 8，315万円

45荘重6，887万円

9，289万円

7、033万戸3

6，535万円

2，343万円

14f;霊7.849万円

44{)章7.676万円
47器産5，654万円

8231:藍 447万円

昭和59年度の市の州台所、はどうなっているのだろうか。皆さん

から納められた税金を有効に活用するため、一般家長室と同じよう

に、いろいろとやりくりをしている。そこで、税金がどうように使

われているのかをお知らせするため、年 2 @広報紙で「市の財政状

況の公表Jを行っている。今関は、 59年度の一般会計を中心に財政

状況をお知らせする。詳しいことは、総務部財政課(内線353) へ

おたずねを。

土木費

教膏費

民生費

総務費

衛生費

諸支出 金

公儀費

消防費

量豊排水産業費

予備費

碕工費

告審

虹ケ浜住宅連投'J事業 2(;意8.966万円

野球場整備事業 20億 7.445万円

東 京 民 政 平 塚 テ レ ピ 中 融 政 治 局 設 設 工 事 交 付 金 21:章5，000万円

都市下本路整構寝業(豊沼、骸際、箆見堂、問崎) 1億 3.438万円

公共下水道義備事業 56{J合~7. 9427JF3 
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金

費

出

助
拠

扶

費

金

)

助

申
在
日
い
土
人

j

L
字

社
(
M
m

福
名
閉
開

会
山
町
何
人

付

陣

若

22億長000万円

そ の

21億患 824万円

1 8億3.939万円

1 4僚 t724万円

10徳 之449万円

思議9，638万円

4!憶 2126万円

3!億8.504万円
篠社役会環境づくり

生活環境づくり

議会費 3
他 i

メ}活保義扶助費

児童関係扶助費

[孟i民健康保険事業

老人保険{哀療，)<業

消防海洋出張所11'舎新築界草

綿子H消防ポンプ1'1動車模縮事業

教事事文化環境づくり

大;原小学校校丹新築事業

構小γー校校舎新改築事業

相模小字校校合新改築事業

松原小学校校舎及び麗体新改築事業

各小ブ ノレ繋備事業

金規中学校校合新改築事業

主日中学校反体新築事業

横内中学校m地税収事業

総が丘公民館新d従軍事業

経済環境づくり

15{意2，688万円

7荘重9.535万円

59億 7，678hP1

481翌 日万円

1倍 4，058)jPJ

1億 589Jif弓

8自主6A47.JJfrj

4億 7，344JJドi

3{患5.519:riPj

2f意7，595hPl

2i意7，194HP-1

3i:意3.912}'ifTJ

21意 587)jfl) 

131意6，809万円

11意2，906_7j"PJ

崎J，t:itl'fJtr.ulJ草子没整備促i呈事業 3.196万円

あi持パ jレロードショッヒングモ Jレ整備事業 4.021万円

じタまつりf開催吾託料 3，350万円

農村総合整備(モデル)事業 1億 1，487万円

[週体営七地改見総合整備事業 Z億 1，491万何

事ム作促進特別対策事業 i億 1，321万円

都市基盤づくり

真 r.114I崎綿整備事業

主ロ神戸線整備事業

よ 神jj>野原綿書道設[君事業

平塚海岸秦野純子y体交法整情事業

市へのご意見や要望、苦情などが

あ ったら、お気穏にお出かけ安。

とき 呂月 3臼〈ニと)
続のときは、問頁延 4El (お)

午後 7時 30分打ち上げ繍始

※今年は35回忌なので、 35発の尺

玉を打ち上げる。

。 パ レ ー ド O神 車)11疑事審音楽縁、力ラー

ガード隊パレード

・午後 5 時30分~6 時15分ま C

11 5時 45分市場書官で槙技

。民善悪おどりパレード

・午後 6時から

潔コースは、信用金庫須賀支活

からピーチショッブ浜前まで

07月168(火)
~ 10時 --121LJ /1別公民館

・14時 ---1611芋 1:凶公民館

① 7月308(火)
・問時~12IL， 公所ドHh会館

・ 14時~16時 ，'11蝿 公民館

① 8月 6自(火〉

・ 14時~16時金11公民館 J日当広報課Jt::聴係

4.800万河

4.796万 円

5. 658.hJ'J 

1億 1.071万円

11意8.173万円



(4) 昭和60年ア月15臼らっち、

オープニングは木遼りまとい

、
… 七夕の女ま "'J、豊予みゆきさん、と市長東海道本選りで華やかなパレード

三
十
五
回
を
迎
え
た
平
塚
七
夕

ま
つ
り
は
、
七
月
五
日
(
金
)
か

ら
九
日
(
火
)
ま
で
一
関
か
れ
ま
し

た。
七
月
五
日
(
金
)
、
木
遣
り
ま

と
い
パ
レ
ー
ド
で
七
夕
ま
つ
り
は

開
閉
幕
。
ミ
ス
七
夕
の
お
被
露
目
パ

レ
ー
ド
な
ど
が
そ
の
後
に
続
き
、

竹
飾
り
の
会
場
は
、
一
気
に
ま
つ

り
の
零
関
気
。

「
見
る
よ
り
開
聞
く
よ
り
踊
る
も

の
ゐ
:
」
。
七
夕
音
頭
の
に
ぎ
や

か
な
歌
が
竹
飾
り
を
一
層
華
や
か

に
し
ま
す
。

平
山
嘩
の
竹
飾
り
は
、
豪
華
け
ん

ら
ん
が
そ
の
特
徴
。
今
年
も
、
童

謡
、
詩
話
、
人
気
マ
ン
ガ
な
ど
を

素
材
に
、
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た

力
作
が
自
立
ち
ま
し
た
。

期
間
中
の
人
出
は
、
約
一
一
一
吉
一
一

十
七
万
人
(
主
催
者
発
表
)
。
大

人
も
子
供
も
若
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ

竹
飾
り
に
業
し
い
思
い
出
キ
」
残
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

/執 ..，挙窃依鍾揚揚揚麟費量喝" ネ

イキな'J、若も力メラのまとに i誼衣とラムネがとてもさわやか

， ""."一一1 寸 ↑ ，.，." レ ， ，.."ホ}

j 
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2忌l揚欝暴畿務 '11i 
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霊傑鷲協緩 11i 

亙F高緩麟麟嘩鍛緩 11! 
軒瀦議磯援 11

l 
完「γ1日5 纏雲署物鯵 11 i 
高物揚援務務 1
翠 1
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野 !?引止1i;!
主害 ;i!i 

つ 3量 i

J 

i! 
11 

11 

11 

蹴片言1

iij 
E雪P 友 好献の高から陣

し 上室平 33のき消守幸 vv・土マテ

手妻 主客芸受雪平三日問主毒富白昼言毒室王手 轟溜惨醐i 川護牲も

王受少年少女喜長'-<号祭干境盆詰 実平午警門重さの朝 ぷ湾頭駅 :何事管重注主語忠高護

;i芯二32jiiii;ji ii!討を!?ii炉 1iFiiii号i
詰 百五引委h izsszdWFスポーツ;主主主出ゾ

iijj;1iii:;F2ii主主ii;;i??:iiiiLHiii;i!iiiiii下
会 霊平 1号室 72424のヰ九言:Aトムとか雪噌〆 安りでにが

ii:12?iiH i言語 ! ! ?ZT21i i 1 24 : むiiHi7jZ山 ; 

!il体み期間'1'の特別企画として、ファミリ 施設児戸会を間e!，友"0親光ノミスて

案内します。参加燃料。

古勝俊民 ① 8 Yi23臼(金) ② B河27S (火)

合所聾時間 午 liii81 1.'f 50汁(集什)~守後 4 時〈解散)

コス市役所議会 内料同寺東部計支給食調Jll~場内ガ花 (J，昼食)

環境南生センター 遠 藤出最終処分場七思峠付近 ，h"{如i斤

女持撃するもの昼食

合事加資格 市内1!-:Oの組子、家臨ロ 子イ共は、原則として小ア位。

応轟 往捜ハガキに、舎かI!将全Lまの作用、氏名、年齢(子世はても〉電話話可

と希望 IJを記入のうえ、 7}j2S! J (木)までに中し込んでください。

公参加の決定科先宕50名

務申し込み先守254 μ崎 rII洩 1111町 9-1 半時 rfi役所広報課電話23~-1111

(fAJゑ泉315)

大神

一一一一一 冊一一以外は申
し込みできま

す。

平塚球場
雪量酷33-1166

一
一
一
一
一

6 8 10 12 14 16 18 20 22賢寺

臼

月

火

せに

木

金

土 一一一一一一一一一
日ω…m

丹

火

水

坊に

金

土

日



表

彰

し

ま

す

(5) 

。プロ野球イースタンリーグ

• 8月 8臼(木) 138寺大洋一ヤクルト

・8月 9白(金)13時大洋一日本ハム

・8月138 (火)18時大洋ロッテ

• 8月14日(水) 13時 大 洋 一ロッテ

・8月248 (土)18E寺大洋西武

・8月25日(日) 13時大洋西武

。平塚市野球協会大会

• 8月18日(日) 秋季大会

※母上競技場の工事が始まっているた

め、仮設駐車場が使えない。パス等で

お出かけを。平塚球場

7 月 26毘(金)~30毘(火}

平塚球場

市民スポーツ広場

とき

ところ

7月26臼(金)午後 6時 30分から平腰、

※駐車場が少ないので、車でのご来場はと遠慮在。

議

日

穏

れ

決

ま

っ

た

。

一

マ

時

請

に

必

要

な

も

の

①

運

転

切

っ

て

一

一

芸

大

会

が

関

か

れ

る

。

3
1ス
平

守

主

干

宮

た

だ

い

ま

、

各

地

京

市

一

免

許

証

市

山

日

印

鑑

③

六

舌

門

一

一

マ

自

得

8
月
四
日
(
日
)
午
前
一
域
野
碓
水
峠
e

湿
生
花
園
闘
強

を

募

集

し

て

い

る

。

早

田

に

申

し

一

(

蓄

基

違

反

証

明

醤

申

請

代

)

一

市

内

陸

、

夜

間

の

通

行

安

全

一

キ

ャ

ン

セ

ル

賛

っ

そ

一

8
器
分
悪
天
候
の
場
合
は
B
一羅
H
平
塚
(
徒
歩
約
三

込

み

を

。

な

お

、

大

会

種

宮

、

臼

一

ヤ

申

請

締

め

切

り

一

と

犯

罪

防

止

の

た

め

、

自

治

会

と

一

関

鉄

平

塚

駅

旅

行

セ

ン

タ

ー

で

一

月

刊

百

万

一

一

マ

交

通

費

約

二

千

円

緩
付
師
¥
左
表
の
と
お
り
。
一
優
良
運
転
車
喜
表
彰
し
よ
う
で

5
年
、
お
年

8
月
幻
B

一

市

管

理

合

わ

せ

て

約

一

万

灯

の

紡

一

は

、

指

定

席

の

キ

ャ

ン

セ

ル

待

ち

一

マ

会

場

浜

岳

出

学

校

ブ

ー

ル

一

マ

持

参

す

る

も

の

弁

当

、

水

筒

マ

意

書

官

に

居

住

し

一

J
重

要

2
5一

言

、

初

年

7
月

初

日

一

犯

街

路

灯

が

設

置

さ

れ

て

い

る

。

一

を

受

け

付

け

て

い

る

。

玄

苦

言

在

住

の

小

「

属

高

官

官

ー

そ

の

地

区

密

集

裏

興

会

単

一

付

け

て

い

る

。

一

マ

申

請

先

平

塚

裏

通

安

全

協

一

時

語

、

こ

の

容

の

ま

わ

り

一

こ

の

キ

ャ

ン

セ

ル

待

ち

を

申

し

一

学

校

4
年
か
ら
中
学
校

3
Zで

一

臨

繍

鍋

鶴

轍

輔

欝

位
)
か
ら
出
場
す
る
こ

ζ
②
公
一
マ
対
象

7
月
1
日
現
在
、

5
年
一
会
事
務
局
(
電
話
辺
五
一
二

O
O
)
一

の

樹

木

が

繁

茂

し

、

費

量

二

込

む

と

、

乗

車

臼

の

一

τ一
一
一
員
一

2
z
p、

中

学

語

川

一

轟

轟

騨

轄

購

精

霊
一
問
、
個
人
戦
も
市
内
在
住
者
一

I
l
l
i
-
-
i
ト
i
I
l
i
-
-

一
て
い
る
も
の
が
き
ら
れ
る
。
一
る
う
ベ
ル
の
号
、
緊
急
一
安
一
課
(
内
線
二
塁
)
一
に
予
約
で
き
る
可
能
性
が
そ
一
以
上
泳
げ
る
こ
と
③
一
団
体
警
一

i
l

作

説

明

一

謀

議

事

故

宮

一

駐

日

前

日

ユ

ヰ

主

柱

一

庭

木

の

毛

虫

は

一

見

守

に

満

足

し

て

い

た

だ

一

告

訴

仁

一

げ

は

明

日

目

一

子

一

な

お

、

市

管

理

分

の

紡

犯

街

路

一

露

灯

に

つ

い

て

は

白

治

会

へ

ご

一

平

め

に

紡

徐

を

一

ま

た

、

夏

季

期

間

中

、

君

、

一

登

録

の

ス

ポ

ー

ツ

少

年

間

で

編

成

一

⑤
監
督
が
選
手
を
兼
ね
る
と
き
は
一
夏
に
な
る
と
、
解
放
軍
レ
ジ
丁
る
交
通
事
故
防
止
」
三
輪
車
一
好
の
球
切
れ
等
修
理
に
つ
い
て
一
連
絡
を
。
一
一
山
へ
の
往
事
引
乗
車
券
(
約
一
一
ず
る
こ
と
富
歳
以
上
の
し
責
任
一
夏
休
養
露
で
あ
る
夫
議

選
手
と
し
玄
規
定
人
員
以
内
で
申
一
ャ
1
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
一
の
交
遜
事
故
紡
止
」
「
シ
ー
ト
ベ
一

!
l
|
|
|
[
|
l
i
l
i
-
-
i
l
l
一
庭
木
に
つ
く
毛
虫
が
多
く
発
生
一
割
引
)
を
発
売
し
て
い
る
。
一
者
が
必
ず
付
き
添
う
こ
と
一
ケ
島
町
が
、
建
設
中
の
天
城
ふ

し
込
む
。
一
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
ル
?
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
一

i

一
す
る
持
期
に
な
っ
た
一
問
い
合
わ
せ
は
、
図
鉄
平
塚
駅
一
ヤ
儲
人
種
匡
一
る
さ
と
広
場
」
の
中
で
、
野
球
場

マ

申

し

込

み

団

体

戦

は

各

豊

一

七

月

二

十

一

日

か

ら

八

月

一

一

十

日

王

」

を

呼

び

掛

け

る

。

一

農

家

の

鉢

験

学

習

を

一

特

に

、

つ

室

、

さ

ざ

ん

か

に

一

旅

行

セ

ン

タ

ー

(

ラ

ス

カ

一

土

・

小

学

生

議

官

向

自

主

主

目

的

グ

ラ

ン

ド

怒

号

、

と
に
取
り
ま
と
富
し
込
む
。
一
ま
で
の
一
か
月
間
、
菱
の
交
通
事
市
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
一

j
f

一
発
生
す
る
チ
ャ
ド
ク
ガ
の
君
、
一
電
話
お
一
一
六
一
一
一
O
)
へ
。
一
菜
、
背
泳
、
夜
討
室
、
一
七
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
民

鰭

人

壁

、

警

協

会

ま

た

は

体

一

故

防

止

護

憲

打

わ

れ

る

こ

と

に

…

事

り

、

交

通

マ

ナ

ー

を

実

践

し

一

希

望

者

は

平

塚

市

中

央

農

協

へ

一

触

れ

る

と

皮

持

が

は

れ

、

乱

立

。

引

っ

越

し

は

…

平

泳

一

の

皆

さ

ん

も

ご

利

用

を

。

日

十

り

8
月
3
日

(

土

)

一

な

わ

れ

喜

全

対

策

聖

子

諸

問

臼

ヨ

豆

半

塚

市

農

業

経

営

士

会

互

一

マ

会

場

平

塚

市

勤

労

喜

一

品

川

町

れ

持

同

い

ど

し

科

目

紅

白

昨

日

一

昨

日

1
日

出

品

一

一

一

弓

日

開

山

γ
即
日
百

問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
体
育
一
号
、
「
子
供
の
夏
休
み
中
に
お
互
い
。
一
公
子
生
を
対
象
に
農
家
体
験
学
笠
マ
テ
ー
マ
お
や
つ
の
着
色
料
っ
一
木
君
事
を
お
願
い
し
た
い
。
一
に
は
、
国
鉄
コ
ン
テ
ナ
を
。
一
平
泳
工
言
的
グ
ラ
ン
ド
}
ク
レ
ー

「!っ
1
i
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
i
i
l
J
種
一
の
希
望
者
を
募
集
し
て
い
る
。
一
て
ど
ん
な
も
の
・
実
験
を
し
て
由
一
事
、
市
で
は
一
般
家
庭
へ
消
一
問
い
合
わ
せ
は
、
思
議
南
竺
マ
器
種
目
小
学
生

m
p一

グ
ラ
ン
ド
八
十
七
日
百
五
十
M
M

Z

Z

Z

明

義

↓

一

調

吉

田

程

8
月
7
日
(
さ
か
ら
一
色
白
で
篠
か
め
て
み
よ
う
一
君
事
機
喜
し
出
し
て
い
一
物
営
業
所
(
電
話
ロ

O
五
八
一
ー
、
団
体
認
リ
レ
l

一
芝
生
グ
ラ
ン
ト
(
ク
レ
ー
と
向
じ

一

:

一

応

:

か

佐

撃

場

広

ブ

一

千

…

8
月
9
日
(
金
)
ま
で
2
治
3
B
一
マ
対
象
小
学
校
5
・
6
年
生
と
一
る
。
市
公
岡
田
緑
地
諜
(
内
線
四
一
一
一
六
)
へ
。
一
マ
申
し
込
み
7
月
お
日
(
木
)
一
広
さ
)

程

一

…

川

ソ

捕

時

立

4

射

ン

球

場

舘

ツ

関

一

肝

一

マ

対

象

小

学

校

5
・
6
年
生
一
そ
の
親
(
先
着
初
同
組
)
一
王
)
へ
申
し
込
み
を
o

一

一

ま

で

に

号

d

台
本
育
館
内
体
玄
関
一
マ
使
用
料
野
山
透
明
(
二
時
間
同
一

二
己
主
計
2
2
L
2
2つ
ー

み

た

だ

し

ら

E

l

i

-

-

卜
l

一

郵

便

局

だ

は

り

一

(

王

子

O
)
へ

一

E
F
t
-

的

一

三

志

向

町

一

…

器

官

民

主

一

一

一

話

料

は

ド

一

愚

民

年

金

改

正

さ

れ

る

一

験

再

)

一

少

女

ソ

フ

ト

一

目

的

詳

し

)

一

時

汀

曜

日

1

下下
j

i

l

l

-

l

i

l

i

-

-

L
プ

一

一

言

妻

、

震

農

家

酪

一

一

連

/

京

L

一

P
I
E
t襲

。

育

つ

寸

川

j
i
j
i

叶

日

一

お

中

一

農

農

家

(

い

ず

れ

か

一

つ

選

択

)

…

こ

の

ほ

ど

震

3
2一

七
月
一
二
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
、
一
〈
話

j
一

?

ル

大

会

一

詳

し

い

こ

と

は

霊

づ

く

り

ゅ

王

一

日

山

川

日

一

2
7費

用
一
千
円
(
傷
害
保
険
代
…
さ
れ
二
ハ
寸
重
量
産
章
一
る
。
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
と
」
訪
問
一
翼
に
議
一
語
閲
少
京
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
一
課
内
線
一
語
)
へ
。

A

口
j

一

広

肌

旧

日

札

臼

臼

白

日

目

白

瓜

引

い

川

ゴ

]

ヨ

一

反

醐

一

等

)

一

支

給

額

が

物

価

ス

ラ

イ

ド

で

平

均

一

事

故

な

ど

に

あ

っ

た

場

全

警

一

塁

、

再

で

「

郵

便

烏

の

依

一

会

の

日

程

が

決

ま

っ

た

。

一

械

工

一

目

削

肘

m
m
目

別

府

別

府

市

川

河

川

口

問

問

一

4
1
V申
し

量

7
月
訪
日
(
木
〉
一
一
一
色
軒
引
き
上
げ
ち
れ
た
。
…
年
金
や
母
子
重
要
け
ら
れ
な
一
頼
で
主
義
売
し
て
い
る
」
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引

引

引

引
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齢
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…
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を
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れ
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什
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草
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-
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を
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催
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p
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み
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4
時
3
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一
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E
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7
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(
火
)
午
後
一
隠
長
年
金
保
険
料
第
二
期
(
六
一
教
育
委
塁
て
は
夏
休
み
期
一
あ
V
五
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
平
塚
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

一
中
会
場
大
神
消
防
総
合
訓
練
場
一

1
符
泊
分
か
ら
3
時
お
分
ま
で
一
日

γ七
月
分
)
の
納
付
期
限
は
、
一
問
問
中
小
学
校
ブ
ー
ル
者
間
開
放
す
…
次
回
は
、
日
月
山
品
川
で
す
。
一
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
」
ぜ
を
閣
く
。

離

れ

る
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き
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ま

ず

消

火
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詳

し

い
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各

地

喜

一

l平
塚
市
美
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運
苧

l
一
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品

8

バ
汗
(
ι
)

珊
幽
最
近
発
生
し
た
五
十
件
の
火
災
一
夜
う
か
、
粉
末
梢
巾
火
器
で
初
期
間
消

。
醐
の
う
ち
、
一
般
家
庭
の
天
ぷ
ら
油
一
火
に
努
め
よ
う
。
な
お
、
直
接
ホ

ヰ
醐
の
一
発
火
等
に
よ
る
も
の
が
十
三
件
一
を
か
け
る
と
、
非
常
に
危
険
な
の

第
幽
と
、
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
二
で
ご
注
意
を
。

醐
夫
ぷ
ら
池
に
よ
る
火
災
は
、
そ
一

開
の
震
を
一
歩
誤
る
と
、
火
傷
な
一
消
防
団
消
防
操

開
ど
二
次
的
災
害
含
め
て
被
害
を
一
法
演
技
を
披
露

醐
一
層
拡
大
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
。
一

醐
鏑
を
火
に
か
け
た
と
き
は
、
そ
一
平
塚
市
消
防
閣
で
は
、
第
一
回

醐
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
。
一
平
塚
市
消
妨
毘
消
紡
操
法
団
長
査

醐
万
一
発
火
し
た
場
長
は
、
濡
れ
一
開
閣
を
実
施
し
、
臼
ご
ろ
き
た
え
た

醐
た
パ
ス
タ
オ
ル
や
シ
i
ツ
で
一
鱗
を
一
端
刑
務
機
法
演
技
を
披
露
J
G
J

る。

。開会式

8tiは第 2、4月曜B
街頭iこ利用できます。(無料開放)
開蹴韓穏 ，;吋求、パドミントン、パスケッ下、、

軟パ嵯球 (13--1611目、パレ (16----20時)

※各不愛自とも、でラケット、シャトノレ、ポーんは

必ず各自持事そ。(体育館には用意してありませ

1，，) 

7丹298 (汚)午後 1a寺~8 持
g月12日(発) I! 

8月26B(汚)が
運動のできる服装で参加し、 Lばきf付の運動

ぐつを同窓してください。(館内は土足厳禁で

す。〉競技場内での猷f廷は禁dです。

組車体青草案電話31-3060

床下薬剤散布日程

{機内地区]

7月15日、 16日横内自治会

7月16日 構内団地連合自治会

【域烏地区】

7月17臼 ノJ，j向島自治会、下島第一問地

自治会、下島第二団地自治会

7月18日 城所自治会

7月198 九時自治会、大島[湿地自治会、

ド砧"1治会

[重量留地区]

7月初日 小嶺，']治会、打開木自治会

7，l23日 常下舟治会、本信円治会、蓄を

子橋1'1治会

7月24H 豊中山治会、高町内出会、平

等子円治会

{金沼地区}

7月25日、 26[1 長持町内会

7月2713 liN島，']治会、長期町内会

7月2913、30日 宇田縄町内会

8 Fl 1日、 2U 人野町内会

【凋輔地区]

8 Il 3日 時拘地内治会、人，"桝，']治会

8月 5円、 611 ふじみ野"治会

8 )J 7 IJ 太朗九治会、 !の人['j治会、

dUヰ問崎iiむrJifi会
8118円 丸品n治会、巨樹Jfc門前会

8)] 9 1 J 矢崎行治会、 )j日~tI 'j治会

[金街地区}

8 )llOけ 下郷件，'j治会、即よ内，']治会

8 !l12fJ、 1313 _!.':込山内 i~i~ t'!治 会

8!l13f1 J~llj*flli l' l 治会

8 IJ 14白 押榔内治会

8141511 桝之内内治会

8汀17日以トドi治会
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作
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午
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詩

1
午
後
6
待

合
一
神
奈
川
フ
ィ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
一
加
で
き
る
方
に
限
る
。
一
マ
そ
の
外
②
奈
川
表
の
本
人
自
一
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
パ
一
{
神
奈
川
県
墾
義
援
蕩
鐙
公
募

刊
一
ン
サ
l
ト
が
、
十
一
月
二
臼
市
民
一
マ
練
習
B

8
月
幻
自
(
土
)
午
一
身
の
作
品
に
限
る
②
邸
内
ご
と
一
ネ
ル
在
線
一
抗
す
る
。
一
農
〕

剖
一
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
一
後
、

9
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H
H
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)
夜
、

9
月
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別
の
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が
き
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使
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す
る
③
て
期
間

7
月
お
B
1
7月
初
日
了
期
尚

8
R
7
日
5
8
R
U日

湘
一
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
で
、
ォ
一
言
(
土
)
午
後
、
背
昔
一
か
い
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で
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確
に
書
く
④
部
一
事
警
護
一
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教
育
部
)
、

8
月

日

1
8

1
一
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ケ
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ト
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一
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了
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午
前
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持
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午
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る
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た
だ
し
、
六
回
の
練
習
に
参

-期日 7月26日(金〉、 8月23日(金〉

・時間 10時-15時

・合場 博物轄科学教室

官プラネタリウムのご案内

夏休みの控最多テーマは、 fごと直ものがた

り」。ギリシャ神話に諮られること躍の缶説

を紹介する。

ー韮主体みの投帯日 隼週水、木、土、日曜日

(ー盤投膨は14時、日曜田は11時から)
ー入場料十 100円

会体調日 轄週月曜日

食博物舘 〒 254j受筒町12一副雪量酷33-5111

古関際膏年の年を考える

E認醸青年の年を、 1年間的指事りで終わら

せないために言語し合おう。(申し込み制)

-日時 8月 3日(土) 14時30分-17時

・講師 笹川孝一氏

・対象青年30人

世おもしろマンガ教室藍

まんがの基礎を学ほう。(申し込み制)

・臼程 8丹 6日(火) -8月 8日〈木}

・時間 13時-15時

・講師 中野またか氏

・対象小学校 4年生~中 学生 30人

世夏休み子供工作教室電

立体動物とお砲を伸ろう。(申し込み震予n
・日時 81118日(日) 10時-15時

・講師 中野男氏

・対象小学生以上とそり親 50人

合体倉吉田 毎選月曜日

会膏世年金聾

' 〒拙浅筒町12-41 惣隠32-7029

どP

、よ'!"))

←手生三
住所、氏名、年齢を明記する。

官自然観察入門講座{生物)

111白石や砂の間で暮らしている水生生物

(毘車等〉で、川町汚れを知る方法を学ぶ0

・日程 8月27日(大) -8月29日 (木)

。場所 8月27日、 28日金居川、相模111

8月29日 博物館{まとめ〉

'対象小学校 5年生以上

・申し込み 8月四日までに往複はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

古体験学習「ェt畿を作ろうj

遺跡から出土した縄文土器を作ってみる。

・日程 8月13日(火)-8月15日{木}

・会場博物賠科学教室

・対象 吋輯20人

，申し込み 7月31日までに往控はがきで。

住所、氏名、年齢を明記する。

官患を晃-l>会

博物簡の望遠韓で観察する。時間は、 18時

30分から即時まで。書加自由。

・7月26日{金) 罫患と丹を見ょう(1)

・8月 6日〈火) 夏目星座

• 8月27日{火〉 惑星と月を見ょう (2) 

古 E華街研究欄談会

夏休みの自由研究についτ、考古、歴史、

民情、葉捕、生物、地賀、天文の各分野の学

芸員が、資料や、まとめ方自相艶に応じる。

官大j語字本コーナー

自活字は、児童書が 3号、一般書

普通の本の 3 • 5~4 惜の活字で
大変読みやすくなっている。揖力

の弱い方はもとより、今まで読書から遠ざか

っていた高齢者の方もご利用を。

・コーナ 1措こども室、 2階費出室

官こども霊震のかみしばい

はながにげた、ふしぎなげた、たから白げ

た、きつねとくま、かっぱのかめ。この外に

も、新しいかみしばいがある。ご利用を。
合体韓日 毎週月臼、月末

会隠聾舘 〒 2545浅間町12-41警豊富活31-0415

古車重耳語特別展

「揖構JiI流捕の横穴轟J
情ノ台、八重久保等の横穴から出土した資

料を中心に、相撲111流域自横穴基を探る。

・期間 7月20日{土) -8月30日(金)

・ 会 場 博 物 館 特別農示室

古史跡巡り参加者募集

特別展「相横川流墳の横穴事j にあわせ、

大輔町に所症する横穴墓群を捗いてみる。

・期日 8月17臼(土)

・申し込み 8月 7日までに控檀はがきで。
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7月23日から 8月30日まで、 3階委参考室は

指定席制 (73席)となる。定数以上の入室は

できない巴でご了承を。な布、 3踏会議案そ

臨時学習席 (40席)として解放する

官こども検商会

@ 7月21日 (13) 10時、 14時・ 3階ホール

「アニメ大会j新着フィルム上映

@8月25日{日) 10時、 14時 ・3階ホール

「ピッピ船にのるJ 1時 間24分

世間央滋会

@8月 18日{日) 10時、 14時 3階ホール

「子世だけり食卓Jカラー29分

「火災を断つj カラー19分

「地盤と火災からわが町を守るj カラー30分

古新自書マイクロフィルム

留審轄では、新聞をマイクロフィルムで所

蔵し、 3階参考室に欄えてあるリーダープリ

ンターで閲覧、コピーのサービスを行ってい

る。コピーは乾式で、 B41出U1枚 30円。

・マイク口フィルム

朝日新聞東京臨明21年 7月~昭58年四月

朝日新聞地方版昭23年 12月 ~ 沼 田 制2月

曜日新開地方版昭百年 Z月~昭55茸 12月

読売新聞地方版昭31年 1月~昭54年12月

神事111新聞 昭日年日月~昭53年12舟



8月中に 8か月から満 1識になる

お子さんを対象に開く。

調会場 ミ戸時揮健所講裳

蝿日程 8月23日午後 i時30分から

盟母子瞳鹿手帳と筆記用具を持参

撞対象 2歳 6か月までの乳幼児

盟会場 字離保瞳所

酷日手呈 8月 5日、 19日

盟 時 間 午 前 9時 -10時四分

覇申し込み 電話で平塚樺瞳所 (32

.0130) へ予約する。できるだけ先

に乳幼児菌科教室の受講を。

生後10か月ヵ、ら 12か月末輔の赤ち

ゃんが受ける蝿讃静輩。くわしいこ

とは 5埋保憧所 (32-0130) へ。

盟会場慢瞳センター

瞳 畳 付 午 後 1時 -2時

瞳母子瞳産手帳本冊・別冊と筆記用

具と曲ブラシを持参

8月15日 59年 2月生

醐会場探憧センター

輯 受 付 午 後 l時-2時

臨母子髄鹿子様本間・別冊と筆記用

具を持参(3ヵ、月児は本開のみ)

[3カ、丹L宅]

8 fj 7日以)年 4}.Jl日-10日生

8月21日出)年 4月日日 -20日生

8月28日 60年 4Jl21日-31日生ミ

(1車 6カ、月完1

8月 6日 59年 2月 1日-15日生

8月20日 59年 2汚 16日-29日乍

[3識兇〕

盟 8月から関与食資も行うので、おし

っこをさせないでご来場を。

8月 1EI 57年 6J] 1口-10日生

8月22日 57年 6 月日日 ~20H生

8月29日 57年 6月21日--30日生

ーちゃん
合大神羽田横浜市用保証へお勤

めの描田文雄さんは7措)と英苗

子さん (36舟)の長男。身長75('m

体重lO.5kg、59年 7月20日生。

淳ちゃんには、山学校 3年生の

賓子ちゃんと幼稚E習にf子っている

存蝿お姉ちゃんがいて、いつもポ

ール投げをして遊んでくオLる。何

でもよく食べるが、特にうどんと

ヨーグルトが大野き。また、チェ

ッカーズの授業が流れると踊り出

すというチェッカーズファン。

覇軍 1期・， 3罰 畳 け る

・対象 2諸 (24か 月 ) か ら 4歳

(48か月)までの幼児。なお、捷再

開隅は 2問、 3@とも 3週間から 8

週間。

盤輔 2期 "'1劉 受 け る

・対象第 1期の 3河 fjが終わって

から 1年以上 1年 6かH以内の期間

に受けるロな布、第 11111を早めに畳

けて、第 2期もなるべく字く 4措ま

でに終了するようにしていただきた

し'0

(91ll (8丹は行わない〉

4日 中原公民館、金日公民館、

策岡崎公民館

5白 神田公民館、潔金問公民館、

※埴島公民鮪

6日 保憧センター

輯世 意 2年以内にケイレン発作の

あった人は受けられないD

醐対委桑 妊据 8か月以障の初娃婦と

夫

臨臼時 7月27日午前 9時30分-11

野寺30ラテ

翻会場保櫨センター

盟申し込みは埠樺センタ (34 

0311)ノ¥。

盟会場保健センタ

曲目程ー内容

1日目 8月日目 指ちゃんに多い

病気と 育児(講師近藤朗先生)

2日田 8月16日 救急時の肴t穫の

仕方(スライドと保健婦の話)

盟時間 10時 -11時30分

主治医の許可を樽てから参加を。

盟前期(妊据 6か月までの万)

8月 5日、 12口
闇後期〈妊据 8か月以陣の方)

8月 19白、 26日

曜時間午桂 1時30分 -4時

覇会場揮韓センター (34-..0311)

盟申し込み 当日直接会場へ。

輔母子瞳麗手艦、筆記用具、スラッ

クス、さらし、裁櫨道具を持参。

か
か
り
つ
け
の
病
続
・
窓
際
一

3
時
(
講
師
倉
関
当
助
夜
間
削
)

(
市
民
病
院
は
除
く
)
に
ご
相
談
一
・

7
月
初
日
午
後
1
時初ハ刊

の
つ
え
、
毎
年
、
自
分
の
誕
生
月
一

3
時
初
分
(
保
健
婦
)

に
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。
一
・
会
場
い
ず
れ
も
大
野
公
国

受
診
の
一
際
は
、
保
険
証
を
持
参
一

舎
で
は
、
結
核
に
よ
っ
て
死
一
ヤ
検
査
項
目
胸
部
議
室
撮
一
す
る
。
妻
、
健
康
長
を
お
持
一
保
健
所
で
老
人

亡

す

る

人

は

非

常

に

少

な

く

な

っ

一

影

一

ち

の

言

、

健

康

手

帳

も

お

忘

れ

一

精

神

衛

生

相

談

た
が
、
感
染
す
る
人
が
減
っ
た
わ
一

7
日

程

・

会

場

左

表

の

と

お

り

一

な

く

。

一

け

で

は

な

い

。

栄

養

、

衛

生

状

態

一

一

な

お

、

五

月

は

八

百

十

六

人

の

一

心

に

悩

み

を

お

持

ち

の

お

~

の
改
善
に
よ
り
、
霊
一
し
て
も
発
一
子
宮
が
ん
検
診
一
方
が
受
診
し
て
、
白
分
の
健
康
状
一
り
の
方
、
ま
た
、
ほ
け
老
人
世

病
し
な
か
っ
た
り
、
発
病
し
て
も
一

7
月

紅

白

ま

で

一

態

を

確

か

め

て

い

る

。

…

年

寄

り

の

こ

と

で

お

儲

み

包

し
ら
な
い
う
ち
に
治
る
こ
と
が
多
一

4

‘
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
課
一
に
、
保
健
済
の
精
神
科
医
、
」

ぃ
。
従
っ
て
、
健
康
で
生
活
し
て
一
四
月
に
子
宮
が
ん
施
設
検
診
を
一
(
内
線
二
五
九
)
へ
。
一
ス
ワ
:
力
1
、
保
健
婦
等
が
叩

い
て
も
気
付
か
ぬ
う
ち
に
感
染
し
一
申
し
込
み
、
市
か
ら
受
検
通
知
を
一
一
に
応
じ
る
。
相
訟
は
予
約
制
制
。

た
り
、
と
き
に
発
病
す
る
こ
と
も
一
受
け
た
方
は
、
受
検
証
(
は
が
一
小
先
入
院
匿
療
す
と
き

8
月
日
臼
(
火
)

あ
る
。
量
発
見
、
早
期
治
療
の
一
き
)
と
保
険
証
を
も
っ
て
、
七
月
一
援
護
の
申
請
を
一

1
器

分

3
3詰
分

第
一
歩
は
検
診
で
あ
る
。
こ
の
機
一
一
一
…
卜
一
日
ま
で
に
必
ず
受
診
し
ょ
一
一
マ
会
場
平
塚
保
健
所

会
に
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
、
自
分
の
て
っ
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な
一
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
、
一
申
し
込
み
、
問
い
合

健
康
を
確
か
め
よ
う
。
一
る
の
で
、
ご
注
意
を
。
一
続
け
て
刊
日
以
上
入
院
し
、
外
の
一
塚
保
健
所
保
健
子
陪
別
課

マ

対

象

時

歳

以

上

判

歳

未

満

の

…

一

医

療

援

議

制

度

の

対

象

と

な

ら

な

一

1
0
一一一一

O
)
へ。

男
女
。
た
だ
し
、
学
校
お
よ
び
動
一
羽
歳
以
上
対
象
一
い
場
合
、
そ
の
医
療
費
を
県
が
負

務
先
で
受
診
し
た
方
、
受
診
さ
れ
一
無
料
健
康
診
査
一
担
ず
る
。
入
町
田
を
し
た
日
ご
と

る

方

は

除

く

。

一

一

に

、

そ

の

月

の

末

か

ら

三

か

月

以

な
お
、
刊
歳
以
上
の
方
は
、
一
一
自
分
の
健
康
状
態
を
自
分
で
管
一
内
に
平
塚
保
健
所
(
電
謡

m
l
o

般
健
康
診
査
で
胸
部
X
線
検
査
を
一
理
し
て
も
ら
う
た
め
、
四
土
歳
以
一
一
一
一
一

O)
へ
申
講
を
。

行

う

。

一

と

の

方

を

対

象

に

、

無

料

の

一

般

ヤ

料

金

無

料

一

健

康

診

査

を

実

施

し

て

い

る

。

包

)
灘

中

金

前

談F

g

I

 

r

4

1

 

日

(

病

問

穏

人

一

ヨ

2

4

F

R

3

 

週

容

器

毎

内

電

お

近

く

の

会

場

で

受

診

し

よ

う

松が丘公民 館

中原公民館

岡崎公民館

金田公民館

九百北公民館

八 楢 公 民 館

花水公題

I有原公民館

土緩公民主宰

須 賀 公 民 館

""ミ

マ
第
1

E

8
月
6
白
(
火
)
午
一
と
そ
の
続
各
沼
と
も
先
着
的
人
一

前
日
山
時
お
分
1
U持
日

分

食

べ

一

マ

受

講

料

無

料

一

一
物
と
着
色
料
一
マ
申
し
込
み
先
平
塚
消
費
生
活
一
ア
イ
ロ
ン
は
百
一

一
マ
第
2
回

8
月
初
日
(
火
)
午
一
セ
ン
タ
ー
(
電
話
幻
自

O
九
四
)
一
と
し
、
低
い
温
度

一

語

時

芸

品

琵

分

食

べ

一

軍

主

ま

で

)

で

か

け

る

。

一
物
の
糖
分
と
域
分

一
マ
会
場
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ

一1
1
(
梅
屋
9
階
)

一
マ
対
象
小
学
生
4
年
1
6年
生

消費生活モニ31-30人による 6flの平均価格

品由 理格 j、売成十ス-J'e-

粉石?ん 3kg 88C 円 I885円

合成洗剤 2.'日匂 Rfi9円! 898円

サ!ラダ油 700g 377円 I39'円

し ょうt白 1←之パク 2田門 I252円

トイ V' ト 00ーパ同 1 宅 OO~ I .げ寸ベ "二 60m4厨入 198円 I206円

師向肩100g 172円 I165円

鶏 ~'I MlC園入 192円 I 189p:j 

ま 左心丸100g I 143円 I147円

しややカし も 1kg 17う円 224円

みそ:-I 1 kg 327弓 I324Pj 

貴パン斤 155円 I 14f円

192円

あ
る
の
で
、
ご
了
承
を
。
用
、
由
、

L
)
、
学
習
机
、
顕
轍
韓
、

心
事
用
品
愛
韓
情
報
は
英
語
カ
セ
ッ
ト
テ
l
フ
{
中
学
生

市
地
域
フ
く
り
諜
市
民
生
活
係
(
内
用
)
、
脱
毛
器
、
小
学
生
用
靴
・
下
駄

理
一
四
四
)
へ
。
(
女
)
、
夢
行
器
、
ベ
ド
可
用
ふ
と
ん

マ
韓
り
ま
す
レ
イ
ン
コ
ー
ト
(
罪
、
マ
謀
っ
て
く
だ
さ
い
応
接
セ
ッ
ト
、

8
3
M
歳
用
)
、
ボ
!
タ
フ
ル
ミ
シ
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
ン
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
オ
ー
デ
ィ
オ
タ
冷
蔵
庫

(
2
ド
ア
)
、
時
高
庫
、
洗
躍

せ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
マ
!
、
冷
蔵
庫
、
リ
ュ
y
ク
サ
y
ク
構
、
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
!
、
乳
母
車

み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
(
阜
、
日
費
用
)
、
木
琴
、
エ
レ
ク
ト
(
大
)
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
ベ
ピ
l
用

に
は
、
す
で
に
訣
ま
っ
て
い
る
も
の
も

1
ン
、
野
球
ユ
ニ
ホ
ー
ム
(
中
学
生
毛
布

とき 雪月 6 隠(金)~雪月 8 E!(認}

ごコース 平塚 .fE主主(花巻まつり見学)

一大沢温泉(泊〉 市内見学 わんこそば

大会一中尊寺見学一秋保温泉(泊)

青葉域 、手塚

事加重軽 34，800何

事事裁人重量 40人

申込先

7.Fl 27白{二!:J、8月 24臼(土)

午 後 6時から 9時まで

ところ見鮒台体育館前 広場

周辺滋路

@内容野菜、果実、菓子や手づくり品

高山市と天塘揚ヶ島問の特産品、地I酉

疑罵 の場合は、翌E章、野菜と巣紫の車耳市を繍

く。時間午前 7時から 10時まで

~づくり倒腐の募集…〈

7月 17日制までに、地域づくり諜市民生活係

(内線263)へ

きと



お
年
寄
り
ゃ
陣
害
り
あ
る
方
の
手

助
け
を
し
よ
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
が
開
か
ね
る
。

中
日
程

7
月
四
日
(
月
)
、

8
月

2
日
(
金
)
、

8
月
5
臼
(
月
)
、

8

月
9
日
(
金
)

・
時
間
午
後
2
時
j
1
3
4
時

守
会
場
平
車
市
摺
祉
会
輯

守
内
容
体
験
学
習
、
施
設
見
学
等

守
申
し
込
み

7
月
田
臼
(
金
)
ま

で
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
目
う
え
、
千

開
平
塘
市
追
八
庁
z
!
日
目
福
祉
会
館

内
平
理
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ー
ル
慌
へ

同

V
U
者
を
対
象
に
、
手
話
通
訳
者

の
た
め
の
講
習
会
が
開
か
れ
る
。

マ
日
程

8
月
1
日
か
ら
8
丹
田
臼

ま
で
の
聾
週
木
・
金
瞳
日

・
時
間
午
前
日
時
3
日
時

守
会
場
平
塚
市
福
祉
会
館

?
申
し
込
み
先
市
福
祉
総
務
課
更

生
福
祉
扉
(
内
綿
一
一
二
一
)

平
塚
商
工
会
議
所
で
は
、

2
結
構

記
講
座
の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

マ
日
韓
8
月
刊
臼

3
日
月
日
日

(
過
に
2
3
3
田
・
全
羽
田
)

明
時
時
間
午
桂
6
時
1
8
時

マ
金
場
平
場
商
工
会
議
所

マ
受
講
料
ニ
万
円

マ
申
し
込
み

7
丹
田
日
(
月
)
か

ら
受
け
付
廿
る
。

8
月
9
呂
(
金
)

ま
で
に
、
平
塚
商
工
全
議
所
事
務
局

(
電
話
詑
l
一一五一

O
)
へ。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

8
R

6
日
午
前
8
時
日
分
、
長
崎
に
原
埠

が
投
下
さ
れ
た
8
月
9
日
午
前
日
時

2
分
に
、
原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と

世
界
の
憧
久
平
和
白
確
立
を
祈
念
し

て
、
1
分
間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら

れ
る
。

hv
期
日
7
月
訂
日
(
土
)

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
相
談
員
弁
謹
土
買
原
唯
光
氏

相
談
希
望
者
は
、
前
日
午
後
5
時

一一
い

か

が

で

し

ょ

う

。

こ

と

が

最

も

大

切

で

す

。

人
の
出
す
音
が
気
に
な
る
よ
生
活
騒
音
を
解
決
す
る
た
め

う
に
、
自
分
の
家
で
も
か
な
り
に
は
、
①
苦
情
は
卒
呂
に
紹
子

の
生
活
音
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
滋
接
議
す
用
車
古
情
を
言
わ

出
て
い
る
と
怠
い
ま
す
。

J

れ
た
ら
相
個
室
J

の
立
場
も
よ
く
考

〈
後
名
品
柑
議
v

え
る
寝
室
一
者
で
該
し
合
い

市
か
ら
近
隣
騒
音
の
う
ち
を
す
る
ぬ
議
器
の
販
売
業
者

生
活
に
か
か
わ
る
騒
音
は
、
法
等
に
相
談
す
る
③
自
治
会
等

律
や
条
例
に
よ
る
規
制
で
は
解
の
場
で
話
し
合
い
そ
す
る
な

決
が
難
し
い
の
で
、
ま
ず
各
人
ど
、
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
〈
識

が
燐
り
近
械
に
迷
慾
を
か
げ
な

い
よ
う
自
覚
し
、
向
翻
し
て
い
く

鐸 408呈聾

ま
で
に
松
原
公
民
館
(
電
語
別

l
六

一
八
六
)
へ
申
し
込
み
を
。

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
や
す

い
と
「
し
ん
に
ほ
ん
」
て
は
、
展

示
作
品
を
募
集
し
て
い
る
。

島
一
前
期
聞
は
、
お
よ
そ
半
月
間
。

市
内
の
団
体
に
お
貸
し
す
る
。

中
申
し
込
み
先
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ

リ
ー
運
営
苦
員
会
事
務
毘
(
ブ
ク
ス

ケ
内
-
電
語
れ
l
一一コ一

O
一一一)

犬を飼うときは世主人に迷惑かけぬよう愛情を

消
防
本
部
で
は
、
分
間
庁
舎
に
住

み
込
み
、
庁
舎
内
外
の
清
掃
や
大
提

時
の
電
話
連
轄
を
し
て
い
た
だ
く
留

守
番
を
募
集
し
て
い
る
。

な
お
、
家
賃
は
#
料
で
、
庁
脅
に

mm
る
公
共
料
金
自
基
本
料
は
市
で
支

払
う
が
、
無
報
酬
で
あ
る

0

7
場
所
第
口
分
団
庁
舎
(
平
塚
市

土
屋
九
九
一
一
一
一
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
庶
務

課
(
電
話
剖
三
二
四

O
内
組
問
)

登
記
所
で
は
、
区
画
整
理
地
区
の

畳
記
講
申
書
き
替
え
を
行
一
つ
。

ζ
の

聞
は
、
土
地
、
建
物
の
後
記
が
で
き

な
い
由
で
ご
了
承
を
。

マ
期
間

9
月
下
旬
ま
で

マ
地
区
土
地
区
謡
曲
世
垣
事
業
酒
賀

北
工
区
平
塚
市
札
場
町
の
一
部
お

よ
び
平
塚
市
久
額
堤
由
一
部

マ
問
い
合
わ
せ
先
横
誤
地
方
法
務

局
平
副
串
出
張
所
(
電
語
泊
!
六
五
五

七
)
、
市
臨
画
整
理
謀
清
聾
様
(
内

錦
六
O
一一)

建
語
科
、
建
築
設
構
科

マ
県
立
証
笠
高
等
職
業
訓
練
校
(
横

調
賀
市
公
開
)

-
募
集
科
目
経
理
科

マ
内
容
い
ず
れ
も
次
の
と
お
り

・
訓
練
期
帰

6
か
月

・
入
校
日
目
月
1
日

-
選
考
B

9
月
四
日

・
募
集
期
間

9
月
3
日
ま
で

門

v
問
い
合
わ
せ
先
平
場
公
共
職
業

安
足
所
(
電
読
む
l
O
一
O
O
)

(
敬
五
件
略
)

マ
社
全
構
祉
基
金
へ
・
見
附
金
鯉
ま

つ
り
代
表
高
橋
勇
一
一
万
九
千
八
百

八
十
円
、
生
花
の
古
代
表
中
村
二

千
円
、
城
島
撫
子
グ
ル
ー
プ
三
千

六
百
五
十
一
二
円
、
平
明
暗
車
紋
属
探
存

会
三
万
円
、
明
神
せ
い
五
千
円
、

撫
子
原
熊
沢
五
千
円
、
寓
愛
子
を

龍
ぷ
古
代
表
矢
野
五
郎
五
万
円
、

太
田
聖
意
a

岩
時
英
雄
二
千
八
百

八
十
一
円
、
中
村
低
五
郎
一
千
円
、

生
協
四
之
宮
届
組
合
委
員
二
万
百

四
十
五
円
、
近
膳
改
郎
寸
万
円
、

平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
名
沼
会

五
十
万
八
百
五
十
五
円
、
つ
く
し
看

謹
掃
家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、
半

場
イ
ネ
子
一
万
円
、
平
塚
市
中
央

農
協
総
務
課
一
千
百
六
十
七
円
、

石
井
三
千
技
一
千
十
六
円
、
考
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
有
志
一
間

一
一
千
六
百
八
十
八
円
、
社
藤
真
佳
子

一
千
円

マ
投
金
議
祉
へ
・
頼
朝
陸
五
千
円

守
護
議
児
へ
e

ヒ
ロ
サ
1
フ
チ
ー

ム
…
同
一
万
五
千
円
、
平
野
間
治

五
千
円

県動物慌護センタ --CI~ ， 捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねこの増加と、犬、ね

こによるiil:害を間ぐため、今回もどた白目標で

いらなくなった犬、ねこの巡回収容を行う。

当日、犬そを出されるプJは「印鑑Jr犬白藍

本， r性射済事Jr愛犬手帳j を持害のうえ会

場へお出かけを。なお、収容室経の停留時間は

10分問。また、ねこは麻袋かダンボール轄に

入れていただきたい。

昌月 3伺 {ニt) 呂潟108 (二七}
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民輯

9 : 25 大野公民館 9 : 20 壇賞公民舘

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民館

10 10 域島公民館 10: 00 富一上兇公民曲

目 30 金田公民館 10: 30 中原公民館

10: 50 問時公民館 10: 55 旭公毘館

11 : 10 金呂公民館日:15 宮沢公民輯

の野況の技に乗る京棋の人々も多

数来て豪勢振りを尭揮し、又それ

を見る近郷の人々もどっと繰り出

したので、河原も道も人で埋まる

という花見風景を現出した。

しかし、この棋は、こうした観

光を呂的として植えられたもので

は決して無く、堤訪強化、県道を

往来する人馬に掃障を与え、併せ

て初期水防に最も効果のあった流

し(ながし)用材とするためであ

った。上流ではこの流し用として

ほとんど使ってしまったという。

間布知事の苗木配布は、ホ聞や

さ歩行に苦労した地元民の願いの反

聴で、直接の献言者は、金自在性

の宮田寅端であったと缶える。

長持では、こ白苗木を各華麗で

2年間培養して植え付け、植えた

簡木は自分の庭木同様に育てた白

で 2本も枯らさなかったという。

異樟なまでの花見は、官7葺の自

粛指示、戦後の不況、関東大盤災

などによって消滅した。

111輯りへの植樹は、そむ桂、損

EEや根酷カ号、謹揮のコンクリート

を髄めるとして禁止され、そのま

ま現在にさEっているe

※おたずねは甫史輔さん部(君寵絡

31-0429)へ { 文 賀 臼 井 弘 )

>72< 

事量五(J) 場

現主の金自111堤の桜は、戸川貞

雄元市長が、花水の河名のもとに

なった掛が、そこに 1本も無いの

はおかしいと、県の意向を押しき

って植えられたのに始まり、その

桂、と言っても大分過ぎてからで

はあるが、その川上に、県費をも

って植え継がれたものである。

との堤への桜の植え付けは、こ

れ が 2回目で、初闘は明治39年

(1906>-、時の県知事周有1公平

が、日露戦争の勝利を記念してきま

野桂苗を配布し、南1'"土手・金目

聞に植え付けさせたものである。

この桜は、現在ほとんど枯死し

たが、南原二乞手から長持にかけて

の間が最もよく活者しと育ち、ま

た、よく残って、県道でもある左

岸曜の両聞と、右岸堤に 1列と、

33iUOJ桜並木、ことに長持では県

道に軽自トンネルができ、それら

が一斉記暁き一斉に散る見事な風

博を議するようになった。

この風情は、金目111の清い水、

真白な河原、付近の広々とした紫

寵と相まって、観光客を招くに不

足無く、また平揮の飲貴庖は恨置

を設け、苦技も出張し、平嘩停車

場・長持関を慌装行71jが繰り捗い

たりしたので、第 1民世界大戦中
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JlI 思会

午前10草寺~12碍

午後 1時-3持

才一A

8月25B (日)

市長センターホール

入場録料

ご 家族おそろいでおでかIt下さい。

子供会行事などにもご務用下さい。

柔鍵市民センター 電話32-2235
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く>if主主司問手呈 7丹17呂(*)9時四分----12時 五

槙ヶ台高校/7月四日(木) 10時~15時 日産'1主

体/7 月 26日(金)10時---15時駅~tu (東海大

学ローターアクトクラブ)/7月30日(火)101時~

12時石理研究所・ 13時~日時計井金属 ι業/

8 月 1 日(木)10時~15時駅北口/8 Jj 3 1]( 1::) 

10時~12時城島公民館・ 13時--15時授IH公民

館/8 月 7 日(水)日時~14特性友 'fi機械!業/

8月 8日(木) 10時 --15時 平主袋行(，;111';1子/8Ji

14日(水) 10時~日時駅北11

一ご協力ありがとうございました~~
樟製作所38人、メζ車化学47人、横浜ゴムハマタ

イト事業針 53入、横浜ヱイロクイジブ出入、市役

所 105入、四之宮公民館14入、ス ハースズキヤ48

入、古河電工204人、横浜ゴム平塚製.ì.Q!~r474 入、

平埋なでしこライオンズクラブ1柑入、、同銀尚仁業

技術高校加入

⑧小中学生主の説液裂半世定
湘南蔀十字血班センターでは、 7JJ25日から 8

月31日まで、文元{芸者伴iのか中学生に眠り、無料で

血 植 型 の判定を行う。詳しくは、湖南中血液

センター(電話32-6611) へ。
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